
市民文芸
応募方法
一人俳句三句、短歌三首、川柳三句以内。はがきに作品・住所・氏名・応募する壇名をはっきり書
き、〒989-0292白石市大手町1-1 白石市総務課へ。はがき1枚に短歌、俳句、川柳の併記は不
可。毎月15日締め切り。
Ｅメールでも応募できます。（koho@city.shiroishi.miyagi.jp）
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～ふつうに、楽しく、ちょっとおしゃれに着物を着よう～
●日時／毎月第３木曜日　10:00～15:00
　　　　※午前のみの参加も可能です
●場所／壽丸屋敷（中町）

I n t e r n a t i o n a l  C o r n e r

リサの

マイ
サークル

着楽塾
  き  らくじゅく

１94

　佐藤　026-1475

　着物が好きで着てみたいという人たちの
集まりです。月に一度、着物姿で集まり、
着付けの練習をしたりお出掛けしたり、ボ
ランティアなどの活動も行っています。
　結成して１年と若々しい会です。会員も
元気いっぱい、好奇心いっぱいで、白石城
でのお花見や竹駒神社への初詣で、市のイ
ベントでのボランティアなど、活動の範囲
も広がってきています。
　着物を着てみての感想は、｢案外動きやす
いね｡｣、｢思ったより暖かい｡｣、｢母の着物が
着られてうれしい｡」、｢帯と着物、小物の合
わせ方で雰囲気が変わり、とても楽しい。」
など、着慣れるにつれて着物に対する好感
度が増しています。
　この活動を続けて、着物の文化を若い皆
さんにも伝えたい、もっともっと着物や帯
などについて知りたいと思っています。
　お手持ちの着物を私たちと一緒に着てみ
ませんか。お待ちしています。
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市 内 イ ベ ン ト 掲 示 板 （6月1日～7月5日）〈　　＝花火打ち上げ〉

※そのほかのイベント情報などの詳細については、市のホームページをご覧ください。

開催日 時間 イベント名 場所 有・無料 問い合わせ先 備考

～7月  9日（月） 9:00～
17:00　

第49回全日本こけしコンクール
入賞作品展 弥治郎こけし村 入村無料 弥治郎こけし村

☎26-3993 20頁掲載

6月  1日（金）18:00～（17:30開場）
アンドレ・ワッツ
ピアノリサイタル ホワイトキューブ 前売り券5,000円

（全席指定、学生半額）
ホワイトキューブ
☎22-1290

6月  3日（日）10:00～ 第16回伝統芸能フェスティバル 碧水園 入場無料 古典芸能伝承の館
☎25-7949 20頁掲載

6月  3日（日）13:00～14:30　
ふれあい能楽セミナー特別講座
「明解！ 能『田村』の世界」 碧水園 入場無料 古典芸能伝承の館

☎25-7949 20頁掲載

6月  9日（土）14:00～15:30　
文化財実地調査報告会
（桃生地区と白石との歴史的つながり）

中央公民館
視聴覚室 入場無料 社会教育課

☎22-1343 31頁掲載

6月10日（日）10:00～15:00　
碧水園茶会
※24日にも開催 碧水園 お茶券400円古典芸能伝承の館☎25-7949 20頁掲載

6月13日（水） 8:30～ 第16回市民グラウンドゴルフ大会
※雨天時は14日に開催（14日雨天時は15日に開催） 白石川緑地公園

参加無料
※申し込み必要

社会教育課
☎22-1343 23頁掲載

6月16日（土）14:00～（13時開場）
能・狂言鑑賞会「田村」
能で訪ねる都の春 碧水園

入場料全席指定
※詳しくはお問い合わせ
　ください。

古典芸能伝承の館
☎25-7949 20頁掲載

6月16日（土） 10:00～11:30　
定期リサイクル教室
「牛乳パックでふた付き六角小物入れを作ろう」 いきいきプラザ

参加無料（材料持参）
※定員10名、申し込み必要

いきいきプラザ
☎22-1635 19頁掲載

6月17日（日） 8:30～ 第5回市民シャフルボード大会 中央公民館 参加無料
※申し込み必要

社会教育課
☎22-1343 23頁掲載

6月23日（土） 8:30～
12:00　 いきいきプラザフリーマーケット いきいきプラザ 入場無料

※出店希望者連絡必要
いきいきプラザ
☎22-1635 19頁掲載

6月23日（土）14:00～15:00　
白石歴史おはなし会
※7月21日、8月25日にも開催 図書館2階 入場無料 図書館

☎26-3004 19頁掲載
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カンボジア：水、健康、人生
皆さんは、毎日水道から出てくる、白石のきれいな水を飲めることが、
どんなに幸せなことか普段考えたことがありますか？　４月29日から10
日間にわたり、「PEPY RIDE」という非政府組織（ＮＧＯ）のボランティ
ア・トリップに参加しました。PEPYは世界中の教育活動をサポートす
る団体です。名前の由来が“P”rotect（守る）、“E”arth（地球）、“P”
roject（プロジェクト）、 “Y”ourself（あなたたち自身で）からきている
ことからも分かるように、プロジェクトのほとんどが環境と健康問題に
関係しています。2000年の発足以来、ＰＥＰＹはカンボジアのシエム・
リエプ州内にPEPY RIDE Schoolを開校し、さまざまな教育プロジェ
クトを実施しています。
今回参加したグループのメンバーのうち、ほかの13人は長野、静岡、
岡山と兵庫のＡＬＴで、その目的は田舎の学校に３万リットルの大きな
雨水収集装置（タンク）を作ることでした。政府からの補助金は、１
人のカンボジア生徒に対して年間たった1.25ドルしかありません。この
ため、学校側も水道の修理費用など、とても払えない状態にあります。
このタンクは550人の生徒たちだけではなく、村民2,000人にもきれい
な水を飲めるようにするためのものでした。カンボジアで亡くなる人の
74％は、汚染された水による病気によるものです。タンクを作った場
所は、フェリーで１時間メコン川を上流へ向かった所にある村でした。
カンボジア人の多くは水を沸かすとばい菌がなくなると考えていますが、
この地域の水にはヒ素が含まれているため、病気で亡くなる割合が高
かったようです。今回のプロジェクトには500ドルが必要でしたが、白
石の皆さんやオーストラリアにいる家族・友達の協力、ＡＬＴのイベン
トなどで15万円（1,250ドル相当）以上のお金が集まりました。皆さん、
本当にありがとうございました。残りのお金は将来のプロジェクトに役

立てられます。
私たちがセメントの壁を作るなどの作業をしている間、子どもたちは

ずっと不思議そうに私たちを見ていました。そして作業中、時々ゲーム
や歌を歌ったりしながら、大きな澄んだ目をした子どもたちと交流しま
した。20歳の男性からは、プロポーズされました！　うれしい～～～
(̂ _ )̂v　最後に、彼は私たちが作っていたタンクと学校の絵を描いてプ
レゼントしてくれました。
２週間の滞在中、本当にたくさんのことを学びました（その中には、

焼きゴキブリはあまりおいしくないこと、女王アリは結構ポテトチップ
スの味に似ていることなども含まれています！）。最終日、PEPY RIDE 
Schoolの４年生を素晴らしいアンコールワット遺跡に連れていきまし
た。子どもたちは近くに住んでいますが、全員が初めての体験でした。
ボランティア活動が終わった後、カンボジアにあるさまざまなＮＧＯ施
設も訪問しました。たくさんありすぎて、このコーナーではとても書き
きれません。
でも最後にひとつ！　この世の中にはいろいろと複雑な問題があり

ますが、恵まれていない人たちのために少しでも、何でもいい、一人ひ
とりができることから協力し、サポートできたらいいですね。PEPY 
RIDEのようなＮＧＯに接して、これからも発展途上国へ旅行するとき
は、できるだけ「Give Back（お返し）」したいと思いました。
カンボジアは笑顔にあふれた美しい国です。過去にはとてもつらく、

厳しい時代がありましたが、カンボジアの人々の精神がつぶれることは
ありませんでした。涙が出るほど感動した２週間でした。またいつか、
カンボジアを訪ねたいと思います。


